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本日の議題

No 議題 内容
1 本協議会の枠組み

と進め方
協議会の⽬的（船橋市の交通安全・交通円滑化
を相乗的に向上させる）を踏まえて、対策部会を設
置し、交通安全・交通円滑化の具体検討に向けて、
協議会と対策部会の役割分担と進め方を説明する。

2 船橋市の現状と
課題

ビッグデータ（ETC2.0プローブデータ等）を活用して、
船橋市の交通状況等の現状を整理した結果を紹
介し、課題内容を共有する。

3 市の取組みに対す
る住⺠意⾒

2019年3⽉に実施した市⺠ニーズアンケート調査結
果（道路に関する内容）を報告する。

4 船橋市の課題まとめ
と対策箇所の選定

現状と課題及び市⺠ニーズの整理結果をとりまとめ、
対策エリア・箇所の選定方法案を説明する。

5 今後の予定 今後の予定を説明する。
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１．本協議会の枠組みと進め方

全体（協議会）

船橋市交通ビッグデータ
⾒える化協議会

ビッグデータ（ETC2.0データ等）を活用し、問題を⾒える化し、
対策エリアや箇所を選定し、対策の進捗管理や評価を⾏う。

市⺠・
道路利用者 船橋市及び関係機関（千葉国道事務所・千葉県・千葉県警等）

国⼟交通省
（千葉国道事務所）

データ提供
（ETC2.0データ）

意⾒・提案

個別エリア・箇所の検討要請 進捗・結果報告
個別検討

（対策部会）
協議会で選定した対策エリアや箇所を対象に、ETC2.0データ等を活用し、
要因を⾒える化し、対策を⽴案する（毎年1〜2エリア・箇所で検討）。

ビッグデータ⾼度分析
（事故・急ブレーキ等）

要因分析
道路交通環境・道路の
利用状況の確認

現地踏査
物理的デバイス・路⾯
標⽰などを⽴案

対策⽴案交
通
安
全

対
策
部
会

ビッグデータ⾼度分析
（交通量・旅⾏速度等）

要因分析
道路交通環境・交通渋
滞状況の確認

現地踏査
国県道︓対策を要望
市道︓交差点改良・区画
線・信号現⽰改良などを⽴案

対策⽴案交
通
円
滑
化

対
策
部
会

現状・課題整理結果
及び対策箇所の提示

ニーズ・要望
都市基盤整備
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１．本協議会の枠組みと進め方
（１）協議会と対策部会の役割分担

交通安全対策部会 交通円滑化対策部会

船橋市内の現況把握
・事故・急減速の発生状況及びその特徴
・問題エリアの特定
・生活道路への通過交通の進⼊経路把握

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

高
度
分
析
（
見
え
る
化
）

対策検討エリアの選定（1〜2エリア）
・事故・急減速多発エリア/抜け道利用多発エリア
・地域ニーズ・警察要望 等から選定

個別対策検討エリアの具体検討
・具体危険箇所の把握
・事故発生要因の把握
・対策方針の作成
・対策案の⽴案

対策の実施（ゾーン30・物理的デバイス設置等）
・対策の⽴案・設計・関係者調整
・対策の工事実施

対策の効果評価・フォローアップ

船橋市内の現況把握
・市内の交通状況・渋滞発生状況及びその特徴
・問題エリア・路線・箇所の特定
・渋滞発生による影響把握
（渋滞回避のための細街路の抜け道利用等）

対策検討路線・箇所の選定（1〜2箇所）
・渋滞発生路線・箇所
・地域ニーズ・警察要望 等から選定

個別対策検討箇所の具体検討
・具体渋滞箇所の把握
・渋滞発生要因の把握
・対策方針の作成
・対策案の⽴案（抜け道利用緩和も考慮）

交通シミュレー
ション（今後開
発予定）

対策の実施（幹線ネット構築・信号現⽰調整）
・対策の⽴案・設計・関係者調整
・国・県へ対策の要望
・対策の工事実施

対策の効果評価・フォローアップ

連携道路安全診断
（専門機関であ
る交通工学研究
会に委託）

包括検討（渋滞発生
と交通安全の連動

（生活道路への通過
交通の進⼊抑制等）

船橋市交通ビッグデータ⾒える化協議会

交通安全（事故） 交通円滑化（渋滞）

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

高
度
分
析
（
見
え
る
化
）

今
年
度
検
討

次
年
度
検
討
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１．本協議会の枠組みと進め方
（２）対策部会のメンバー案

交通安全対策部会 交通円滑化対策部会

委員

学識経験者 ⽇本⼤学 教授 ⼩早川 悟

国⼟交通省
（道路管理者） 千葉国道事務所 計画課 専⾨官/係⻑

千葉県
（道路管理者）

県⼟整備部 道路計画課 班⻑/主査

葛南⼟⽊事務所 調整課 係⻑

千葉県
（交通管理者）

警察本部 交通規制課 係⻑

船橋警察署 交通課 係⻑

船橋東警察署 交通課 係⻑

船橋市
（道路管理者） 建設局道路部 道路建設課 係⻑

交通安全対策部会では道路安全診断（第三者による検討）を実施

委員

学識経験者 ⽇本⼤学 教授 ⼩早川 悟

国⼟交通省
（道路管理者） 千葉国道事務所 交通対策課 専⾨官/係⻑

千葉県
（道路管理者） 葛南⼟⽊事務所 調整課 係⻑

千葉県
（交通管理者）

警察本部 交通規制課 係⻑

船橋警察署 交通課 係⻑

船橋東警察署 交通課 係⻑

船橋市
（道路管理者） 建設局道路部 道路建設課 係⻑

道路安全診断
学識経験者・道路安全専⾨家・

交通工学専⾨家 4名

道路設計技術者※） 1名
※）交通工学研究会認定（TOE・TOP取得）あるいは同等の資格保有者
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１．本協議会の枠組みと進め方
（３）交通安全対策部会︓道路安全診断の紹介
 対策案の計画段階から道路管理者と警察が連携したところに、第3者である道路・交通安全の専⾨家（学識経験者等）が交通事故
に関する地域課題、対策案等について技術的アドバイスを⾏う仕組みであり、より効果的な安全対策や管理者間の連携による総合的
な安全対策の提案を⾏うものである。

＜道路安全診断イメージ（道路管理者が主導する場合）＞
【 道路管理者 】

対策の効果評価
（事後調査・データ分析）

【 警 察 】
対策箇所の選定

（事故データ、地域の声）

対策案の企画・検討
（道路幾何構造・路⾯標⽰等）

対策の実施

対策案の企画・検討
（交通規制・信号制御等）

事故要因の特定（事前調査・データ分析・現地踏査）

道路安全診断
【専門家による支援】

・現況認識の共有
・円滑な調整
・対策の統合的検討

調整
（警察・設計協議）

出典︓⼀般社団法⼈ 交通工学研究会 「幹線道路における道路安全診断のパンフレット」
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１．本協議会の枠組みと進め方
（４）交通円滑化対策部会︓交通シミュレーションの紹介
 H30東京都市圏パーソントリップ調査のOD表をベースとして、交通シミュレーションツールを開発予定である。
 今後検討予定の各種対策を整備した場合の交通流動の変化や渋滞緩和状況等の効果予測が可能となる。

【ツール名︓SOUND/AVENUE】
■株式会社アイ・トランスポート・
ラボ社製
■東京大学生産技術研究所で開
発された純国産交通流シミュレー
ションモデル

【主な特徴】
■SOUND︓新規道路建設、
TDMなど広範囲な施策を評価
■AVENUE︓交差点改良、信号
制御、バス専用路線など街区・路
線レベルの施策を評価


